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議
案
第
十
八
号

過
疎
地
妙
に
お
け
る
固
定
資
産
群
の
課
税
免
除
に
蘭
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
S
て

次
の
と
お
ゎ
過
酵
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
爾
す
る
条
例
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､

地
､
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
華
第
六
十
七
号
)
箪
九
十
六
条
麗
1
項
の
規
東
に
ょ
,
わ
､
本
革
会
の
議
決
/

を
褒
め
る
｡

昭
和
五
十
六
年
三
月
十
一
日

三

　

畢

　

町

　

長

松

　

　

　

村

喬

　

､

成

君
達
歪
晋
廿
青
原
等
決
三
朝
町
嵐
会
議
長
牧
田
頑
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過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
譲
税
免
除
に
.
綿
す
る
条
例

(

目

　

的

)

　

　

　

　

　

　

　

　

｣｣

第
丁
条
　
こ
の
条
例
は
､
過
廃
地
威
振
興
傭
別
清
澄
法
(
蘭
和
五
十
五
年
法
後
篇
十
九
号
o
以
下
｢
法
｣
と

S
ぅ
6
)
集
二
条
竺
項
に
規
定
す
る
･
過
廉
地
域
(
以
↑
｢
過
酪
地
域
｣
と
S
う
0
)
内
′
に
お
い
て
製
造

の
事
賞
の
用
に
供
す
る
殻
僻
を
新
設
し
､
又
は
増
殻
し
た
者
に
係
る
軸
定
資
産
税
の
課
税
免
除
忙
つ
S
て
1
.

p
　
必
要
を
事
項
を
定
め
､
も
っ
て
町
内
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
課
税
免
除
)

第
二
条
　
過
疎
地
壊
内
に
お
S
て
､
租
税
帝
別
措
巌
法
(
昭
讐
7
+
二
年
敵
律
第
二
十
六
号
)
第
十
二
条
第

l
項
潔
は
第
四
十
五
条
第
1
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
を
新
設
し
､
又
は
増
設
し

た
者
が
所
有
す
る
当
該
家
屋
及
び
償
却
蛮
産
並
び
に
当
該
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
(
当
該
新
設

し
､
又
は
増
設
し
ん
者
が
法
撃
革
帯
二
項
の
二
規
定
に
ょ
る
内
藤
総
琴
大
臣
の
公
示
の
日
以
後
に
お
い
て

取
得
し
た
も
の
に
醍
少
､
か
つ
､
土
地
に
一
あ
っ
て
誓
そ
の
取
得
の
日
の
澄
日
か
ら
起
算
し
三
年
以
内
"

に
当
該
家
屋
及
び
償
却
資
産
の
蕪
穀
の
着
手
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
限
る
.
(
以
下
｢
課



税
免
除
対
象
固
定
資
産
｣
と
S
う
.
)
)
に
対
し
て
諌
す
る
固
定
資
産
秘
に
つ
S
て
は
､
当
該
課
税
免
除

対
象
固
定
資
産
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
を
課
す
る
こ
と
と
を
つ
た
年
ま
か
ら
三
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
帰
り
､
地
方
税
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
撃
盲
二
十
六
号
)
第
六
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
わ
固

定
資
産
税
を
課
さ
妄
S
｡

(
課
税
免
除
の
届
卦
等
)

第
三
条
′
前
条
の
規
定
に
ょ
り
諌
稗
免
除
対
象
魔
窟
資
産
咋
係
る
固
定
壷
覆
税
を
課
さ
■
れ
を
S
こ
と
と
な
る

者
は
,
次
の
各
号
に
嫁
げ
る
事
項
を
記
薮
し
た
届
出
者
を
課
磯
免
除
対
象
固
定
資
産
を
事
業
の
用
に
供
す

る
こ
と
と
.
怠
っ
た
日
か
ら
=
i
+
日
以
内
に
町
長
に
掃
出
し
卒
け
れ
ば
な
ら
を
S
｡

1
　
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
秩

一

■

二
　
課
税
免
除
対
象
固
定
資
産
の
所
在
地
及
び
そ
の
塞
業
所
名

三
　
事
業
の
種
類
及
び
製
品
名

四
　
事
業
計
画

五
　
そ
の
′
健
参
考
と
怒
る
べ
き
事
項
　
(

2
 
､
･
町
長
紘
'
前
項
の
届
出
が
あ
､
つ
た
r
場
合
に
お
S
て
､
必
零
が
あ
る
l
と
認
め
る
せ
き
は
､
当
該
届
出
に
係

-1!.顎.∫

i

.

:

.

.
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為
事
項
に
つ
S
て
萌
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

j
　
町
長
披
､
第
一
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
か
-
r
S
て
､
前
条
の
規
庭
に
ェ
少
幽
定
資
産
税
を
諌
さ
を
S

.
b
と
と
し
た
と
き
は
､
そ
の
旨
を
課
税
免
除
対
家
固
定
資
産
の
所
有
者
妊
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
を
S
.

㌔

前
条
の
規
定
の
適
用
が
な
S
と
認
め
か
と
き
.
も
､
y
i
た
同
感
と
す
る
.

(
虚
偽
の
届
出
者
等
に
対
す
る
韓
海
)

/

第
四
条
　
前
条
欝
一
項
の
観
葉
に
ょ
少
勘
繰
内
に
正
当
を
理
由
が
凌
-
し
て
届
出
を
せ
ず
､
若
し
く
は
偽
か

メ

そ
の
他
不
正
の
事
実
を
記
載
し
て
同
条
同
額
の
届
出
を
し
た
者
又
姓
正
'
W
を
理
由
夜
く
し
て
同
条
第
二
項

の
瀬
査
を
拒
み
､
.
若
し
く
は
妨
げ
た
者
に
対
し
て
性
､
撃
壷
の
規
定
は
適
用
し
を
い
も
の
と
す
る
｡

(

香

　

住

)

-

簾
五
条
　
と
の
条
例
の
施
行
に
如
し
必
寮
を
事
項
姓
､
町
長
が
定
め
る
｡

附

　

則

(
施
行
耕
す
)
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こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ち
兼
行
し
､
昭
和
五
十
六
年
度
分
の
尚
定
資
轟
税
か
ら
適
用
す
る
｡

(
経
過
稽
骨
)

2
　
第
二
条
の
静
定
に
ょ
ゎ
固
定
資
産
横
の
練
塀
を
受
け
を
1
こ
と
と
怒
る
者
で
昭
和
五
十
五
年
四
月
-
日

か
ら
こ
の
条
例
の
旅
行
の
日
の
前
日
･
P
<
で
の
間
に
課
税
免
除
対
象
固
定
費
費
を
事
業
の
博
打
供
し
た
も
の

に
係
る
撃
l
壷
等
l
項
の
耕
定
の
適
用
に
つ
S
て
は
､
岡
項
中
.
｢
課
税
免
除
対
象
歯
定
資
産
を
事
業
の
用

に
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
｣
と
あ
左
の
蛙
､
｢
こ
の
条
例
の
準
行
の
日
｣
と
す
る
｡
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